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一 大隅半島遺跡における開聞岳起源の火山灰について 中 村 耕 治

二 前方後円墳の起源 武 田 悦 孝

三 熊曽於族・継体は朝倉市に都していた 内 倉 武 久
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八 神木 竹之井 敏

九 石碑から見る大隅の歴史 ―その三― 瀬 角 龍 平

一、疎水・開田の記録

・入部兼吉頌徳紀年碑（大崎町野方）

・水路紀年碑開渠來歴（南大隅町根占）

二、鎮魂

・安庭貞温大人之墓（肝付町高山）

・正矢勝武斯男命之墓（肝付町高山）

・日高藪仙（正業）燈明台（肝付町高山）

・村上家先祖累代墓（南大隅町佐多）

・郡の禰寝氏四代の墓表（南大隅町佐多）
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・謝恩記（東串良）

・東風泊漁港開拓之碑（肝付町高山）

十 久光の影武者

久木山泰藏行達列伝（前編） 橋 口 滿

十一 柏州和尚略伝 上 園 正 人

十二 五代友厚公の銅像を巡りて 渡 口 行 雄

十三 永田良吉の随想風回顧録について 朝 倉 悦 郎

十四 進駐軍管理下の日本軍爆弾集積所の爆発 小手川 清 隆

十五 町指定文化財道隆寺の清掃について 福 谷 平

十六 俳句 たるみず俳句講座

十七 短歌(1) 肝付町短歌会

十八 短歌(2) 華短歌会鹿屋・曽於支部

十九 令和二年度「現地研修」の報告 朝 倉 悦 郎

二十 郷土史家：故江口主計氏を惜しんで 追悼文 窪 田 照 夫

二十一 故江口主計先生へ 松 下 高 明

二十二 大隅史談会からの御案内 大隅史談会

『投馬国』と『神武東征』が出版
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